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書籍名 ： A119（【実践】発泡成形）

鈴木 康公　/　Kangoll Co. Ltd（康照化工有限公司)
安倍 佳照　/　共栄エンジニアリング(株)
西野 光俊　/　共栄エンジニアリング(株)
伊藤 孝夫　/　共栄エンジニアリング(株)
滝嶌 繁樹　/　広島大学
上園 裕正　/　(株)日本製鋼所
林 龍太郎　/　(株)プラステコ

伊藤 彰浩　/　(地独)京都市産業技術研究所
小林 幹晴　/　(株)イノアックコーポレーション
奥村 直也　/　(株)イノアックコーポレーション
岩崎 大　　/　永和化成工業(株)
岡本 昭男　/　宇部興産機械(株)
野津 滋　　/　岡山県立大学
松田 昭博　/　筑波大学

【実践】発泡成形

第1章　発泡成形に関する技術内容の解説　～発泡成形の実施に向けた準備～
　1.　発泡成形の作用･効果　2.　発泡成形の主な技法　3.　O-GCP の詳細な説明　4.
　成形品と肉厚との関係　5.　発泡成形品の強度とコスト　6.　発泡剤
　7.　発泡倍率を高くする手段　8.　適用樹脂　9.　市場規模樹脂

第2章　樹脂発泡における気泡生成過程とシミュレーション技術
　1.　可視化発泡実験と気泡核生成速度の検討
　2.　気泡核生成・成長の連続シミュレーション

第3章　物理的発泡における気泡と特性の制御
第1節　MuCellR 技術－超臨界窒素・二酸化炭素を用いた超臨界発泡射出成形法－
　1.　超臨界発泡射出成形法とは　2.　超臨界発泡射出成形法の特徴
　3.　超臨界発泡射出成形システム　4.　超臨界発泡射出成形法の課題と対策
　5.　成形品事例
第2節　超臨界二酸化炭素を用いた押出・RIM成形技術
　1.　発泡剤としての二酸化炭素　2.　超臨界二酸化炭素を用いた押出発泡成形技術
　3.　超臨界二酸化炭素を用いたRIM発泡成形技術
　4.　超臨界二酸化炭素発泡応用製品
第3節　エポキシ樹脂発泡成形と気泡構造制御
　1.　エポキシ樹脂の発泡成形における架橋点間分子量の影響
　2.　エポキシ樹脂／ポリエーテルサルホン系の発泡成形
第4節　セルロースナノファイバー強化熱可塑性樹脂発泡成形
　1.　CNF/PP 系の発泡成形　2.　変性CNF/PA6 系の発泡成形
第5節　オレフィン発泡シートの成形と用途展開
　1.　ポリオレフィン発泡シートの概要，新発泡技術の特長／製造方法
　2.　製品の適用例と適用効果

第4章　化学的発泡における気泡と特性の制御
第1節　化学発泡剤の選定と利用技術
　1.　化学発泡剤の分類　2.　複合発泡剤
　3.　化学発泡剤の利用　4.　発泡成形における化学発泡剤の選定

第2節　金型拡張射出発泡成形技術
　1.　射出発泡成形技術の分類　2.　成形事例　3.　量産工程の変革
　4.　発泡不良と対策事例　5.　成形条件の最適化　6.　発泡倍率の最適設計
　7.　成形設備の最適化　8.　射出発泡成形の応用展開事例
第3節　過渡熱伝導特性を利用した傾斜発泡ゴムの作製プロセス
　1.　架橋と発泡の関係　2.　架橋度の予測

第5章　発泡体の特性評価技術
第1節　軟質発泡材料の特性評価
　1.　軟質発泡材料の概要
　2.　軟質発泡材料の材料試験による力学特性の調査
　3.　数値解析を用いた力学特性評価に関する研究
　4.　軟質発泡材料の均質化法を適用した有限要素解析
第2節　ポリイミド発泡体の衝撃圧縮特性評価
　1.　背景　2.　圧縮試験　3.　試験結果と考察　4.　結言
第3節　発泡樹脂の弾性率，耐熱性，断熱性評価
　　　－独立気泡ポリエチレンフォームの動的粘弾性測定－
　1.　動的粘弾性測定と弾性率，耐熱性，断熱性　2.　試料と実験方法
　3.　動的引張り弾性率と動的圧縮弾性率　4.　時間変化
　5.　昇温速度の影響
第4節　断熱実用性能および硬質ポリウレタンフォーム断熱材の特性評価
　1.　日本の住宅の特徴と断熱　2.　硬質ポリウレタンフォームの特性
第5節　ポーラスソフトマテリアルのトライボロジーと触感
　1.　摩擦･触感評価に用いたソフトスポンジ　2.　ソフトスポンジの手触り
　3.　ソフトスポンジの摩擦特性　4.　摩擦抵抗への垂直荷重と摩擦速度の影響
　5.　摩擦プロファイルの垂直荷重・摩擦速度の依存性　6.　手触りと物性の関係
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　現場で実用あるいは使えなかった技術の変遷から最新技術まで解説されています。発泡成形を実施する・発泡成形品を使用する担当者が直面する「期待した効果が
得られない」「マニュアル・説明通りに行っても目的の発泡体が得られない」要因は何か、どう対処されてきたのかなどヒント満載の一冊です。　　　　　　　　　　　


